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県
会
長
に
小
林
清
哲
氏
を
迎
え
て
始
動
し
た

令
和
７
年
度
の
山
梨
県
倫
理
法
人
会
。

　
現
在
、山
梨
県
倫
理
法
人
会
は
５
か
年
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、令
和
７
年
度
は
最
終
年
度
に
あ
た

り
ま
す
。

　
期
末
会
員
目
標
を
７
０
０
社
と
し
、設
立
３
０

周
年
を
迎
え
る
令
和
７
年
７
月
７
日
の
目
標
達

成
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
単
会
が
主
役
。純
粋

倫
理
を
正
し
く
学
び
、倫
理
実
践
に
楽
し
く
取
り

組
も
う
！
」を
掲
げ
る
小
林
清
哲
会
長
の
思
い
を

お
伝
え
し
ま
す
。

【会長ご挨拶】
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山
梨
県
倫
理
法
人
会
の
第
１
２
代
会
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
小
林
清
哲
で
す
。世
界
的
に
は

ロ
シ
ア
×
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、イ
ス
ラ
エ
ル
×ハ
マ
ス
の
戦

争
な
ど
様
々
な
こ
と
が
起
き
て
お
り
、日
本
に
お

い
て
は
、気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
と
猛
暑
に
疲
弊

し
て
お
り
、円
安
問
題
で
の
経
済
的
困
窮
の
中
、

今
年
の
７
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
多
く
の
日
本
人
選
手
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
、ド

ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー

ズ
を
制
し「
世
界
一
」に
輝
く
な
ど
、明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
法
人
局
の
方
針
で
あ
り
ま
す「
純
粋

倫
理
を
基
底
に
正
し
く
学
ぶ
」を
踏
ま
え
、山
梨

県
倫
理
法
人
会
で
は
１
０
単
会
を「
明
る
く
・
元

気
に・
楽
し
く
」を
テ
ー
マ
に
、県
が
各
単
会
の
応

援
者
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、山
梨
県
を
東
エ
リ
ア
、中
央
エ
リ

ア
、西
エ
リ
ア
の
３
つ
に
し
て
、各
担
当
エ
リ
ア
長

を
配
属
し
ま
す（
東
エ
リ
ア
担
当 

副
会
長 

三
森

智
英
、中
央
エ
リ
ア
担
当 

副
会
長 

天
野
一
、西
エ

リ
ア
担
当 

幹
事
長 

根
本
康
文
）。エ
リ
ア
毎
に
単

会
の
活
性
化
を
軸
に
、「
量
」と
し
て
の
普
及
目

標
、「
質
」と
し
て
の
拡
充
目
標
の
達
成
を
目
指
し

て
、本
年
度
の
期
末
目
標
７
０
０
社（
５
か
年
計

山梨県倫理法人会 会長

小林清哲
（つる）

画
の
最
終
年
度
）を
必
達
し
ま
す
。

　
各
委
員
会
事
業
に
お
い
て
は
、内
容
の
重
要
性

を
再
考
し
、量
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、継

続
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、各
単
会
の

活
性
化
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
ま
す
。そ
し
て
本
年
度
は
山
梨
県
倫
理
法

人
会
３
０
周
年
事
業
が
あ
り
ま
す
。式
典
・
講
演

会
な
ど
開
催
し
ま
す
が
メ
イ
ン
と
し
て
は
本
年
度

の
目
標
７
０
０
社
の
必
達
が
あ
り
ま
す
。感
謝
の

心
で
全
力
で
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
梨
県
倫
理
法
人
会
広
報
誌
そ
う
せ
い
の
友
  ヤ
マ
ナ
シ
ハ
ッ
シ
ン
  Ｖ
ol.63  2024年
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発
行

発
行
元
／
山
梨
県
倫
理
法
人
会
広
報
委
員
会
・
山
梨
県
倫
理
法
人
会
事
務
局
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梨
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国
サ
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令和7年度は小林清哲新会長となり、新
しい目標で山梨県倫理法人会もスタート
します。「単会が主役。純粋倫理を正しく
学び、倫理実践に楽しく取り組もう！と決意
し、新体制が始まります。県役員や単会の
会長にも新メンバーが加わり、昨年とは
違う顔となっています。山梨県倫理法人
会をさらに盛り上げて、万人が幸福となる
世界の実現に向けて、今年も一歩一歩、
着実に歩んで行けるように、ま心からの実
践を楽しんでいきましょう。広報部もそん
な皆様の頑張る姿を応援していきたいと
思います。山梨県倫理法人会の魅力を発
信していきたいと思います。

山梨県倫理法人会では、紙ごみのリサイクル１００％を目指しています。読後はミックスペーパーとして出して頂けたら嬉しいです。

令和7年度
山梨県倫理法人会 始動！
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単
会
が
主
役
。

純
粋
倫
理
を
正
し
く
学
び
、

倫
理
実
践
に

楽
し
く
取
り
組
も
う
！

甲州屋産業（株）内　乙黒090-8589-0572



山
梨
県
倫
理
法
人
会
は
、
平
成
７
年
７

月
７
日
に
全
国
３
５
番
目
に
設
立
さ
れ
、

令
和
７
年
７
月
７
日
に
記
念
す
べ
き
３
０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
歴
代
会
長
を
は
じ
め
、

先
人
た
ち
の
ご
尽
力
と
会
友
各
位
の
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
深
甚
な
る
敬
意
と
、
感

謝
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

設
立
３
０
年
の
節
目
の
年
、「
人
は
鏡
」

の
実
践
を
取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
年
度

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
「
単
会
が
主
役
　

純
粋
倫
理
を
正
し
く
学
び
　
倫
理
実
践
に

楽
し
く
取
り
組
も
う
」
の
も
と
７
０
０
社

達
成
を
目
指
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

山
梨
県
倫
理
法
人
会
副
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
三
森
智
英
で
す
。
本
年
度
の

山
梨
県
は
「
単
会
が
主
役
」
が
最
大
の
特

色
で
す
。
ま
た
、
副
会
長
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
山
梨
県
の
東
エ
リ
ア
に
あ
る
富
士

吉
田
市
、
笛
吹
市
、
つ
る
の
３
つ
の
単
会
の

エ
リ
ア
長
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
考
え
る
理
想
の
姿
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
に
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
純

粋
倫
理
を
学
ぶ
姿
を
見
て
、
周
囲
の
方
も

学
ぶ
意
欲
が
ま
た
高
ま
る
事
で
す
。
こ
れ

を
こ
れ
ま
で
倫
理
法
人
会
を
知
ら
な
か
っ

た
方
に
拡
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
も
誘
っ
て
い
た

だ
き
入
会
し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
い
、
体
験
し
て
も
ら
い
、
入

会
し
て
も
ら
い
、
実
践
し
て
幸
福
を
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
令
和
７
年
７
月
７
日
に
設
立
３

０
周
年
を
迎
え
る
山
梨
県
倫
理
法
人
会
の

幹
事
長
の
役
を
頂
き
光
栄
で
す
。
小
林
清

哲
会
長
の
も
と
で
、
喜
ん
で
進
ん
で
精
一
杯

役
を
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

先
般
、
多
磨
霊
園
の
丸
山
敏
雄
創
始
者

の
御
墓
所
参
り
と
物
故
会
員
記
念
碑
の

「
常
居
其
全
」「
至
誠
愛
和
」
の
文
字
に
、

７
０
０
社
達
成
に
む
け
勇
気
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

単
会
が
主
役
。
多
く
の
苦
難
に
立
ち
向

か
う
単
会
に
し
っ
か
り
併
走
し
な
が
ら
、

最
良
の
解
決
策
を
提
案
し
ま
す
。
効
率
良

く
て
楽
し
い
組
織
運
営
と
新
し
い
時
代
を

意
識
し
た
人
財
育
成
を
応
援
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
２
年
目
の
事
務
長
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
山
梨
県
倫
理
法
人
会
設
立
３
０

周
年
の
年
で
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
ま
で
の
執

行
部
の
方
々
が
３
０
周
年
の
た
め
に
蓄
え
て

く
れ
て
い
た
予
算
を
大
切
に
管
理
し
活
か

し
て
い
き
ま
す
。
県
会
長
も
大
村
会
長
か

ら
小
林
会
長
へ
代
わ
り
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
根
本
幹
事
長
と
共
に
会
長
を
支
え
て

い
き
ま
す
。

小
林
会
長
が
打
ち
出
し
た
、
山
梨
県
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
単
会
が
主
役
」
と
あ
り
ま

す
。
執
行
部
一
丸
と
な
っ
て
、
各
単
会
そ
し

て
委
員
会
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。７

０
０
社
に
向
け
て
、
オ
ー
ル
山
梨
県
で

楽
し
く
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

K a z u h i k o  G e n m a

弦間一彦

令
和
七
年
度 

山
梨
県
倫
理
法
人
会 

法
人
局
担
当

令
和
七
年
度 

山
梨
県
三
役
・
副
会
長 

抱
負

副
会
長

三
森
智
英

幹
事
長

根
本
康
文

事
務
長

小
林
拓
矢
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副
会
長

天
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一

山梨県倫理法人会
副会長
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（甲府市）
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事務長

小林拓矢
（富士吉田市）

山梨県倫理法人会
幹事長

根本康文
（南アルプス市）

山梨県倫理法人会
監査

滝口　稔
（富士吉田市）

山梨県倫理法人会
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古屋哲男
（甲府市）

山梨県倫理法人会
相談役・法人スーパーバイザー

小俣政英
（つる）

山梨県倫理法人会
相談役

弦間一彦
（甲府南）

山梨県倫理法人会
相談役

日本富士夫
（甲府市）

山梨県倫理法人会
相談役

戸栗　敏
（甲斐市）

山梨県倫理法人会
相談役・法人アドバイザー

大村義之
（韮崎市）

山梨県倫理法人会
副会長

三森智英
（つる）

山梨県倫理法人会
会長

小林清哲
（つる）

山梨県倫理法人会
顧問

長崎幸太郎
（山梨県知事）

（一社）倫理研究所
法人局関東・甲信越方面方面長

松本光司

（一社）倫理研究所
法人局関東・甲信越方面副方面長

鶴川宗弘

（一社）倫理研究所
法人局関東・甲信越方面研究員
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山梨県倫理法人会
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梶原幸子
（甲府中央）
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今
年
度 

M
S 

委
員
長
を
拝
命
し
て
お
り

ま
す
東
谷
直
巳
で
す
。 

　
研
修
で
の
方
面
長
の
言
葉
に
、「
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
は
外
に
向
け
て
行
う
も
の
で
、内
輪

の
も
の
で
は
な
い
」と
あ
り
ま
し
た
。未
会
員

の
方
で
も
、気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、

学
び
を
共
感
で
き
る
空
間
作
り
の
た
め
に
も
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
ス
マ
ー
ト
で
ハ
イ
セ
ン
ス

な
運
営
が
必
要
だ
と
実
感
し
、今
後
の 

M
S 

に
反
映
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ま
た
、今
年
度
の
注
力
点
と
し
て
、会
員
ス

ピ
ー
チ
の
充
実
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、シ
ェ
ア
会
参

加
率 

U
P 

を
掲
げ
て
い
ま
す
。ど
ち
ら
も

【
仲
間
を
知
る
】最
適
な
機
会
で
あ
り
、【
仲
間

を
知
る
】事
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
更
に
深

ま
り
、自
然
と 

M
S 

参
加
率
も
上
が
り
、活

気
あ
る
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
繋
が
る
と
考

え
ま
す
。

　
M
S 

委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
て

こ
れ
に
取
組
み
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
の
研
修
委
員
会
は
、

★
県
内
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
の
養
成

★
富
士
研
へ
の
3
0
名
参
加

★
研
修
委
員
が
倫
理
経
営
基
礎
講
座
・

　
経
営
者
の
集
い
の
運
営
主
体
と
な
る

★
倫
理
経
営
基
礎
講
座
へ
の

　
自
単
会
出
席
者
２
０
％
ア
ッ
プ

★
倫
理
経
営
基
礎
講
座
及
び

　
経
営
者
の
集
い
の
講
師
へ
の
迅
速
な
連
絡

★
栞
の
勉
強
会
の
実
施

　
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
内
全
単
会
の
研
修
委
員
の
チ
カ
ラ

を
合
わ
せ
て
進
め
て
行
き
ま
す
の
で
、皆
様
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
朝
礼
委
員
長
と
し
て
、倫
理
法
人
会
と
活

力
朝
礼
の
普
及
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
活
力
朝
礼
を
通
じ
て
職
場
の
活
気
と
チ
ー

ム
の
結
束
力
を
高
め
、多
く
の
会
員
企
業
に
そ

の
効
果
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、朝
礼
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

活
用
し
、会
員
間
の
交
流
と
成
長
の
場
を
提

供
し
、互
い
に
学
び
合
う
環
境
を
築
い
て
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
倫
理
法
人
会
の
輪
を
広
げ
、明
る
く
活
力

あ
る
職
場
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
、青
年
委
員
会
は
、青
年
や
女
性
経

営
者
等
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。少
子
高

齢
化
の
中
、地
域
の
活
性
化
の
原
動
力
と
な

る
青
年
や
女
性
経
営
者
が
た
く
ま
し
く
活
動

で
き
る
よ
う
に
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、委
員
会
活
動
を
進
め
て

お
り
ま
す
。ま
た
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

と
謂
わ
れ
て
い
る
現
代
で
す
が
、自
分
の
思
い

を
相
手
に
ど
う
伝
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
話

し
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
実
践
の
場
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
　
委
員
長

東
谷
直
巳

令
和
七
年
度 

山
梨
県
倫
理
法
人
会 

委
員
会

令
和
七
年
度 

委
員
会
委
員
長
抱
負

V o l V o l

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
長 

 

東
谷
直
巳
（
つ
る
）

担
当 

 

藤
井
和
昭
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

担
当 

 

樋
口
　
仁
（
甲
府
市
）

担
当 

 

小
林
拓
矢
（
富
士
吉
田
市
）

担
当 

 
小
林
拓
矢
（
富
士
吉
田
市
）

佐
藤
貞
之
（
甲
府
市
）

渡
辺
洋
之
（
富
士
吉
田
市
）

青
山
優
介
（
韮
崎
・
副
委
員
長
）

平
松
　
智
（
笛
吹
市
）

江
島
榮
子
（
笛
吹
市
）

岡
谷
　
泰
（
甲
府
南
）

木
川
貴
志
（
甲
府
南
）

古
旗
達
也
（
甲
斐
市
）

志
村
武
彦
（
つ
る
）

鈴
木
邦
彦
（
つ
る
）

小
比
賀
　
敦
（
甲
府
中
央
）

秋
山
清
美
（
身
延
・
富
士
川
準
）

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

研
修
委
員
長 

 
 

三
好
　
郁
（
笛
吹
市
）

古
屋
　
亮
（
甲
府
市
）

滝
口
　
稔
（
富
士
吉
田
市
）

相
吉
賢
二
（
韮
崎
市
）

石
橋
　
剛
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

佐
藤
哲
也
（
甲
府
南
・
副
委
員
長
）

水
石
英
治
（
甲
府
南
）

田
中
　
強
（
甲
斐
市
）

小
松
か
お
り
（
つ
る
）

八
木
雅
弘
（
つ
る
）

渡
邉
み
か
（
甲
府
中
央
）

神
田
ま
さ
美
（
身
延
・
富
士
川
準
）

研
修
委
員
会

朝
礼
委
員
長 

 

小
田
切
康
雄
（
韮
崎
市
）

長
澤
貴
仁
（
甲
府
市
・
副
委
員
長
）

岡
本
滋
弥
（
富
士
吉
田
市
）

伊
藤
弘
志
（
笛
吹
市
）

野
澤
愛
紫
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

酒
井
大
輔
（
甲
府
南
）

堤
　
則
裕
（
甲
府
南
）

米
山
好
昭
（
甲
斐
市
）

羽
田
ひ
で
子
（
つ
る
）

野
武
直
記
（
つ
る
）

松
村
舞
子
（
甲
府
中
央
）

山
下
利
彦
（
身
延
・
富
士
川
準
）

朝
礼
委
員
会

青
年
委
員
長 

 

勝
俣
大
紀
（
富
士
吉
田
市
）

古
屋
き
よ
み
（
甲
府
市
）

小
澤
友
紀
（
韮
崎
市
）

横
森
由
賀
（
韮
崎
市
）

鄒
　
青
（
笛
吹
市
）

小
島
太
志
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

藤
本
好
彦
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

山
本
知
子
（
甲
府
南
）

宮
崎
さ
か
江
（
甲
斐
市
）

田
村
幸
太
郎
（
つ
る
・
副
委
員
長
）

小
林
良
太
（
つ
る
）

深
澤
喜
代
美
（
甲
府
中
央
）

小
宮
山
千
恵
子（
身
延
・
富
士
川
準
）

青
年
委
員
会

広
報
部
長 

岡
谷
　
泰
（
甲
府
南
）

小
林
拓
矢
（
富
士
吉
田
市
）

小
泉
　
徹
（
韮
崎
市
）

藤
井
和
昭
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

酒
井
　
薫
（
甲
斐
市
）

広
報
部

研
修
委
員
会
　
委
員
長

三
好 

郁

朝
礼
委
員
会
　
委
員
長

小
田
切
康
雄
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会
社
に
お
い
て
も
、組
織
に
お
い
て
も
、地

域
に
お
い
て
も
、し
っ
か
り
と
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
経
営
者
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。1
2
月
に
は
、実
践

体
験
報
告
会
を
実
施
し
、1
月
以
降
に
お
い
て

は
各
単
会
で
の
ラ
ン
チ
会
等
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。引
き
続
き
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
３
期
目
の
広
報
部
長
を
拝
命
し
た
岡
谷
泰

で
す
。広
報
部
の
指
針
と
し
て
は
、「
未
会
員
の

方
」「
若
者
」を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
て
、こ
の

層
、が
魅
力
的
に
感
じ
る
よ
う
な
広
報
物
を

制
作
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
誌
で
あ
る「
ヤ
マ
ナ
シ
ハ
ッ
シ
ン
」で

は
会
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
多
く
す
る
こ

と
で
、倫
理
法
人
会
会
員
の
魅
力
あ
る
人
物

を
紹
介
。倫
理
法
人
会
で
活
動
す
る
人
の
リ

ア
ル
な
人
物
像
は
と
て
も
刺
激
的
で
す
。だ
か

ら
こ
そ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
、倫
理
法
人
会
と
い
う
組
織
が
魅

力
あ
る
組
織
で
あ
る
事
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
年
委
員
会
　
委
員
長

勝
俣
大
紀

広
報
部
　
広
報
部
長

岡
谷 

泰
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会
長
挨
拶
、北
林
会
長「
ハ
イ
！
」拍
手
鳴
り
止
ま
ず
！
甲
府

コ
ー
ル「
前
へ
　
前
へ
」「
感
謝
　
感
謝
」と
、右
拳
を
上
に
2
回
、

元
気
な
声
を
上
げ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。こ
れ
が
令
和
7
年
度
の

甲
府
市
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
声
で
す
。因

み
に
令
和
6
年
度
は「
つ
い
て
る
　
つ
い
て
る
」コ
ー
ル
で
し
た
。

　
全
会
員
が
一
枚
岩
と
な
り
、普
及
活
動
、各
種
委
員
会
、2
0

年
に
渡
る
平
和
通
り
清
掃
活
動
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
も
抜
群

で
す
。会
員
は
弁
護
士
、税
理
士
、医
師
、通
信
業
者
、宝
石
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
千
差
万
別
で
す
。結
論
、甲
府
倫
理
法
人
会
を

一
口
で
言
い
ま
す
と

　
・
歴
史
と
伝
統
の
甲
府

　
・
美
女
軍
団
甲
府

　
・カ
ラ
オ
ケ
軍
団
甲
府

　
・
酒
好
き
軍
団
甲
府

　
最
後
に
、紳
士
淑
女
の
甲
府
。普
及
目
標
8
5
社
オ
ー
バ
ー
し

よ
う
！

　
第
１
１
代
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
梶
原
で
す
。会
の
テ
ー
マ
は

『
実
践
の
富
士
吉
田
！
い
い
単
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
』と
し
ま
し

た
。思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
い
い
ん
で
す
、

会
を
取
り
巻
く
全
て
の
人
が『
い
い
会
だ
ね
』っ
て
言
っ
て
く
だ
さ

る
様
な
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
ビ
ジ
ョン
は
富
士
吉
田
を
、よ
り「
筋
肉
質
な
組
織
」に
成

長
さ
せ
る
こ
と
で
す
。単
会
チ
ラ
シ
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、倫
理
法
人

会
の
学
び
は
い
わ
ば
心
の
体
感
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
例
え
て
い
ま
す
。

自
身
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
３
年
超
、肉
体
で
感
じ
た
こ
と
と
同

様
に
、単
会
も
必
要
な
時
に
迅
速
に
強
く
動
け
る
、時
代（
年
齢
）

に
応
じ
た
進
化
す
る
組
織
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。幸
氣

を
つ
か
む
‐
富
士
吉
田
！
い
い
ね
！
！

　
韮
崎
市
倫
理
法
人
会
の
会
長
と
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、会
員
の
皆
様
と
共
に「
和
」と「
輪
」を
大
切
に
し
、

倫
理
法
人
会
の
根
幹
で
あ
る
倫
理
実
践
を
お
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
よ
り
活
気
あ
る
場
と
し
、多
く
の
方
に
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
、新
し
い
仲
間
を
増
や
す
こ
と

を
よ
り
一
層
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
一
人
ひ
と
り
の
成
長
と
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
が
る
活

動
を
目
指
し
、精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
笛
吹
市
倫
理
法
人
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
乙
黒
泰
樹
と
申
し
ま
す
。昨
年
度
、新
人
会
長
と
し
て
の
一
年

間
は
無
我
夢
中
、様
々
な
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。達
成
で
き
た
こ
と
、力
及
ば
な
か
っ
た

こ
と
、単
会
の
仲
間
と
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、一
年
間
の
経

験
を
活
か
し
た
飛
躍
の
二
年
目
に
で
き
る
よ
う
に
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
て
か
ら
８
年
、会
長
と
し
て
の
一
年
間

は
自
分
で
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
成
長
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。純
粋
倫
理
の
実
践
が
ど
の
様
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
、

私
の
経
験
を
多
く
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
、今
年
度
も
普
及
目

標
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。倫
友
の
皆
様
と
共
に
学

び
、お
互
い
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
‼

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
”一
緒
懸
命
”

　
2
4
歳
で
友
人
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
、そ
の
頃
、先
輩
の
勧

め
も
あ
り
朝
礼
を
始
め
ま
し
た
。若
い
私
た
ち
の
言
葉
が
、年
上

の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
達
に
届
い
て
い
る
の
か
？
と
い
う
不
安
も
あ
り
、

『
職
場
の
教
養
』を
1
日
1
ペ
ー
ジ
輪
読
し
、交
代
で
感
想
を
言
っ

て
も
ら
う
。た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
が
、そ
の
時
間
が
ス
タ
ッ
フ
と
唯

一
、顔
を
見
合
わ
せ
る
機
会
で
し
た
。日
々
の
業
務
で
気
付
け
な
い

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
長
所
や
短
所
を
知
る
機
会
に
。

　
そ
し
て
、2
0
0
6
年
か
ら
始
め
た
お
店
は
お
陰
様
で
1
8

年
が
た
ち
ま
し
た
。朝
礼
で
は
、企
業
の
体
幹
と
な
る
倫
理
観
や

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、人

生
の
正
午
と
な
る
年
に
な
り
、本
年
は
会
長
と
い
う
職
を
賜
り
ま

し
た
。倫
理
の
先
輩
方
を
み
る
と
、ま
だ
ま
だ
器
の
小
さ
さ
に

日
々
気
付
か
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
を
通
じ
、半
生
で
陰
だ
っ
た

部
分
に
光
を
あ
て
な
が
ら
皆
様
に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
未
熟
者
で
す
が
叱
咤
激
励
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　『
皆
さ
ま
〜
ス
マ
イ
ル
!
ス
マ
イ
ル
！
　
改
め
ま
し
て
、お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
。第
１
章
日
日
好
日
〜
本
日
も
笑
顔
で
酸
い
も

甘
い
も
迎
え
て
一
日
を
楽
し
み
倒
し
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ま
は
、先
週

の
モ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
今
朝
ま
で
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。会
員
お
一
人
お
一
人
が
、万
人
幸
福
の
栞
を
知
恵

に
し
て
、そ
の
と
き
の
ベ
ス
ト
な
対
応
で
、最
高
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

描
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
朝
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
そ

し
て
講
話
楽
し
み
で
す
ね
。ぜ
ひ
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
擬
似
体
験

と
し
て
捉
え
吸
収
し
、第
1
5
章
人
生
神
劇
〜
主
役
は
己
自
身

〜
今
か
ら
の
お
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
き
、ま
た

来
週
の
こ
の
時
間
ス
マ
イ
ル
！
ス
マ
イ
ル
！
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。い
や
〜
倫
理
っ
て
本
当
に
い
い
も
の
で
す
ね
！
』

　
と
毎
回
の
会
長
挨
拶
を
こ
の
セ
リ
フ
で
ス
タ
ー
ト
し
、会
場
の

皆
さ
ま
に
倫
理
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
甲
府
南
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
頂
き
、

と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

　
甲
斐
市
倫
理
法
人
会
は
、今
年
度
も
会
員
企
業
の
皆
様
と
共

に
作
り
上
げ
て
参
り
ま
す
。会
員
、未
会
員
の
方
々
へ
柱
と
な
る

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
お
誘
い
し
ま
す
。恒
例
と
な
り

ま
し
た
、J
R
竜
王
駅
南
北
口
ト
イ
レ
清
掃（
地
域
貢
献
活
動
）

は
今
年
度
も
継
続
し
て
地
元
の
方
々
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
ま

す
。ま
た
、出
前
朝
礼
企
業
の
発
掘
や
朝
礼
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加

を
促
し
ま
す
。会
員
未
会
員
相
互
の
親
睦
会
や
、ご
入
会
ま
だ
浅

い
会
員
へ
の
新
入
会
員
ア
カ
デ
ミ
ー
も
復
活
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、当
会
設
立
1
5
周
年
に
あ
た
り
式
典
祝
賀
会
を

キ
ン
グ
ス
ウ
ェ
ル
様
で
開
催
す
る
節
目
の
年
で
す
。今
ま
で
を
振

り
返
り
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、山
梨
県
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
ま
す

よ
う
会
員
一
同
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、歴
代
会

長
を
は
じ
め
、多
く
の
諸
先
輩
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、つ
る
倫

理
法
人
会
の
６
代
目
の
会
長
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

単
会
で
の
合
言
葉
は『
揺
る
ぎ
な
い
１
０
０
社
』で
す
。

　
今
年
度
の
県
の
方
針
で
も
あ
る『
単
会
が
主
役
』を
意
識
し
つ

つ
、役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、明
る
く
、楽
し
い
仲
間
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。今
年
度
は
県
の
３
０
周
年
、来
年
度
は
単
会
の
１
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
会
員
と
心
を
合
わ
せ
て
目
標
達
成
に
向
け
て
邁
進
い
た
し
ま

す
。本
年
度
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
甲
府
中
央
倫
理
法
人
会
会
長
を
拝
命
致
し
、

単
会
会
長
２
年
目
の
輿
石
修
と
申
し
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
甲
府
中
央
倫
理
法
人
会
は
、昨
年
同
様
に「
会

員
一
同
元
気
に
明
る
く
楽
し
く
倫
理
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、ま
さ
に
令
和
７
年
度
山
梨
県
倫
理
法

人
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の「
単
会
が
主
役
　
純
粋
倫
理
を
正
し
く
学

び
　
倫
理
実
践
に
楽
し
く
取
り
組
も
う
」の
教
え
に
従
い
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
単
会
会
長
で
す
の
で
、単
会
三
役
ま
た
役

員
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　
2
年
半
前
の
と
あ
る
日
、熱
く
力
強
い
期
待
感
、ま
た
願
望
の

よ
う
な
心
情
を
耳
に
し
、不
安
は
あ
っ
た
も
の
の
私
が
何
と
か
し

な
く
て
は
…
と
の
思
い
で
新
米
会
長
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。試

行
錯
誤
の
上「
笑
顔
満
開
」を
身
延
・
富
士
川
準
倫
理
法
人
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、と
に
か
く
明
る
い
会
、再
び
来
た
く
な
る
よ

う
な
会
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
仲
間
を
信
じ
、仲
間
に
甘
え
、ワ

ン
チ
ー
ム
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。県
の
掲
げ
た「
単
会
が
主

役
」を
基
に
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
自
単
会
出
席
者
数
を
増
や
し

ま
す
。

　
本
年
度
は
集
大
成
の
年
。掲
げ
た
数
値
目
標
は
必
ず
達
成
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
な
お
一
層
　

　
笑
顔
満
開
　

　
い
つ
も
明
る
い
　
お
互
い
を
思
い
や
り

　
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に

　
い
つ
も
　
ワ
ク
ワ
ク
　
ド
キ
ド
キ

　
身
延
・
富
士
川
準
倫
理
法
人
会
　
が
ん
ば
る
ぞ
い
！

令
和
七
年
度 

単
位
法
人
会
役
員

令
和
七
年
度 

単
位
法
人
会
会
長
抱
負
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副
会
長 

久
保
田
俊
治

副
会
長 

長
田
美
子

専
任
幹
事 

佐
藤
か
ほ
る

副
専
任
幹
事 

石
原
弘
基

事
務
長 

雨
宮
榮
子

副
事
務
長   

新
谷
淳
一

監
査 

木
口
一
二
三

幹
事 

古
屋
き
よ
み

幹
事 

三
井
真
知
恵

幹
事 

臼
井
友
基

幹
事 

古
屋
　
亮

幹
事 

佐
藤
禎
之

幹
事 

高
根
裕
之

顧
問 

赤
池
誠
章

甲
府
市
倫
理
法
人
会

会長

北林　亘

副
会
長 

渡
辺
洋
之

専
任
幹
事 

岡
本
滋
弥

副
専
任
幹
事 

田
辺
竜
太

事
務
長 

渡
邊
泰
淳

副
事
務
長   

荒
井
利
美

監
査 

三
浦
　
信

監
査 

加
藤
正
貴

幹
事 

堀
内
欣
一
郎

幹
事 

荒
井
隆
子

幹
事 

白
壁
竜
次

幹
事 

相
馬
一
深

幹
事 

奈
良
久
子

顧
問 

堀
内
詔
子

相
談
役 

渡
辺
　
徹

相
談
役 

佐
藤
日
出
企

富
士
吉
田
市
倫
理
法
人
会

会長

梶原作造

韮
崎
市
倫
理
法
人
会

笛
吹
市
倫
理
法
人
会

副
会
長 

三
澤
清
子

専
任
幹
事 

伊
藤
弘
志

事
務
長 

山
﨑
久
美
子

監
査 

谷
沢
計
子

幹
事 

平
松
　
智

幹
事 

江
島
榮
子

幹
事 

鄒
　
　
青

幹
事 

飯
野
　
学

幹
事 

梁
　
暁
紅

相
談
役 

山
田
一
功

会長

乙黒泰樹

南
ア
ル
プ
ス
市
倫
理
法
人
会

甲
府
南
倫
理
法
人
会

甲
斐
市
倫
理
法
人
会

つ
る
倫
理
法
人
会

甲
府
中
央
倫
理
法
人
会

身
延
・
富
士
川
準
倫
理
法
人
会

甲
府
市
倫
理
法
人
会 

会
長

北
林
　
亘

身
延
・
富
士
川
準
倫
理
法
人
会 

会
長

神
田
ま
さ
美

甲
府
南
倫
理
法
人
会 

会
長

保
坂
剛
志

甲
斐
市
倫
理
法
人
会 

会
長

宮
城
　
隆

つ
る
倫
理
法
人
会 

会
長

石
井
誠
人

6 5

副
会
長 

保
阪
三
郎

専
任
幹
事 

山
田
七
穂

副
専
任
幹
事 
横
森
由
賀

事
務
長 
岩
下
佳
仁

副
事
務
長 

八
巻
俊
道

監
査 

上
野
政
巳

幹
事 

守
屋
善
正

幹
事 

小
林
淳
一

顧
問 

中
島
克
仁

顧
問 

内
藤
久
夫

顧
問 

上
村
英
司

相
談
役 

秋
山
　
泉

相
談
役 

野
田
純
子

相
談
役 

飯
沼
耕
司

相
談
役 

齊
藤
雄
二

会長

小泉　徹

甲
府
南
倫
理
法
人
会

副
会
長 

関
谷
良
一

副
会
長 

木
川
貴
志

専
任
幹
事 

三
科
智
恵
美

副
専
任
幹
事
水
石
英
治

事
務
長 

山
本
知
子

福
事
務
長 

堤
　
則
裕

監
査 

芹
澤
　
力

幹
事 

茅
野
治
行

幹
事 

酒
井
大
輔

幹
事 

岡
谷
　
泰

幹
事 

多
和
田
眞
人

幹
事 
澤
登
　
拓

顧
問 

永
井
　
学

相
談
役
　
　
堀
内
　
薫

相
談
役
　
　
東
谷
チ
サ
ト

会長

保坂剛志

専
任
幹
事 

野
澤
愛
紫

事
務
長 

石
橋
　
剛

監
査 

三
枝
正
揮

幹
事 

猪
又
洋
一

幹
事 

上
田
大
輔

幹
事 

髙
石
榮
子

幹
事 

小
島
太
志

幹
事 

藤
本
好
彦

幹
事 

前
澤
和
樹

幹
事 

中
込
通
雄

会長

久保田和幸

副
会
長 

酒
井
　
薫

副
会
長 

米
山
好
昭

専
任
幹
事 

依
田
賢
延

副
専
任
幹
事 

古
旗
達
也

事
務
長 

田
中
　
強

副
事
務
長 

宮
崎
さ
か
江

監
査 

山
中
邦
雄

幹
事 

伊
藤
　
毅

幹
事 

仙
洞
田
　
茂

幹
事 

稲
葉
麻
紀

幹
事 

望
月
智
和

幹
事 

青
島
　
誠

顧
問 

保
坂
　
武

顧
問 

中
谷
真
一

会長

宮城　隆

副
会
長 

金
巻
　
裕

専
任
幹
事 

三
枝
新
弥

副
専
任
幹
事
　
田
中
　
進

事
務
長 

三
枝
香
理

副
事
務
長 

高
橋
範
朗

監
査 

奥
秋
　
保

幹
事 

餌
取
一
成

幹
事 
中
谷
　
敦

幹
事 
小
松
か
お
り

幹
事 

野
武
直
記

幹
事 

羽
田
ひ
で
子

幹
事 

鈴
木
邦
彦

幹
事 

小
林
良
太

幹
事 

八
木
雅
弘

幹
事 

石
井
和
美

幹
事 

石
井
健
明

相
談
役 

田
中
治
夫

相
談
役 

鈴
木
孝
昌

会長

石井誠人

副
会
長 

保
坂
直
樹

専
任
幹
事 

永
田
京
子

事
務
長 

井
上
尚
子

幹
事 

長
澤
　
健

幹
事 

秋
山
清
美

幹
事 

小
宮
山
千
恵
子

相
談
役 

望
月
政
美

相
談
役 

山
下
利
彦

会長

神田まさ美

副
会
長 

向
山
憲
稔

副
会
長 

植
竹
由
美

専
任
幹
事 

中
嶌
　
寿

事
務
長 

渡
邉
み
か

監
査 

山
形
正
喜

幹
事 

小
比
賀
　
敦

幹
事 

深
澤
喜
代
美

幹
事 

松
村
舞
子

顧
問 

金
丸
さ
ぶ
ろ
う

顧
問 

宮
本
秀
憲

相
談
役 

太
田
　
學

相
談
役 

梶
原
哲
夫

会長

輿石　修

富
士
吉
田
市
倫
理
法
人
会 

会
長

梶
原
作
造

笛
吹
市
倫
理
法
人
会 

会
長

乙
黒
泰
樹

韮
崎
市
倫
理
法
人
会 

会
長

小
泉
　
徹

南
ア
ル
プ
ス
市
倫
理
法
人
会

会
長

久
保
田
和
幸

甲
府
中
央
倫
理
法
人
会 

会
長

輿
石
　
修
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